
 

 

 

教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
新たな｢学生と学校のＷｉｎ－Ｗｉｎの関係｣の構築 

 

東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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片葩小わくわく算数教室 最終日（２６日） 
 

 ８月２６日、「わくわく算数教室」の最終日でした。参加してくださったＳＰさん、本当にありがとう

ございました。算数教室の様子を毎日見させていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。今回愛知県に

緊急事態宣言が発出されるため、当初の日程を急遽変更し、２７日・３０日・３１日の算数教室は残念

ながら中止となってしまいました。後半の３日間に参加をしてくださるＳＰさんもたくさんいたので、

大変残念です。今回参加できなかったＳＰさん、冬休みも「わくわく算数教室」を開催する予定です。

さらに、「ＳＰのみなさんのやる気がすごい！」ということで、１０月ごろに「ＳＰ研修会」を開催でき

ないかと、現在企画中です。もちろん、安心・安全が第一ですので、コロナウイルスの感染状況を見て

の開催にはなりますが、なんとかみなさんに一つでも多く学びの機会を提供したい、みなさんの将来に

つながるボランティア活動にしたいと思っています。今回参加できたＳＰさん、残念ながら参加できな

かったＳＰさん、ウィークリーＳＰさん、シニアＳＰさん、ぜひ参加していただけたらと思います。 

 さて、あっという間に最終日が来てしまいました。子どもたちからも「明日も来たかった」「２回しか

来られなかった、もっと来たかった」などの声が挙がっていました。私ももっともっと、わくわく算数

教室を見たかったです。ＳＰさんと子どもたちの笑顔、楽しそうな声、聞きたかったです。すでに冬休

みのわくわく算数教室が待ち遠しいです。今年はとくに鉛筆の音が「カリカリ」と響く、子どもたちが

とても集中して勉強している姿が印象的な「夏のわくわく算数教室」でした。これはＳＰさんの丁寧な

指導・支援の賜物だと思います。どのＳＰさんも穏やかで、上手に子どもたちと接してくれていました。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

東浦中学校 わくわく数学教室 
 

 当初２６日、２７日の２日間開催予定だった東浦中学校での「わくわく数学教室」も、今年は２６日

のみの開催となってしまいました。参加してくださったＳＰさん、ありがとうございました。 

 片葩小の「わくわく算数教室」にも参加してくださったＳＰさんばかりでした。小学生と中学生、両

方の子どもたちと関わってみて、どうでしたか？違いを感じられたＳＰさん、きっとたくさんいたと思

います。生徒の方から話しかけてくれる回数は、小学生よりも格段に少ないと思います。しかし、数学

教室が終わったあと、生徒のみなさんの感想を読むと「楽しかった」「ＳＰさんから声をかけてくれたの

で聞きやすかった」という声がたくさんありました。ＳＰさんも緊張したかと思いますが、どのＳＰさ

んも自分から、声をかける姿がありました。その勇気に救われた生徒さんもいたのではないかと思いま

す。数学教室が始まって３０分経った頃には、あちらこちらでＳＰさんたちが真剣に説明している姿と、

それを理解しようと一生懸命説明を聞く生徒さんの姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


